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明治篇| 事 項
年月日! 千
)1年2. (1869 
2. 9.
葉
県 国 
上総大多喜水道完成(房史年) 
2. 12. i大学校を大学とし，開成校 
J を大学南校と，医学校を大
学東校と改称す(辻)
2.不詳 学校を建設し立教局とし管内の子弟を入学させる(旧歴館山)i 
官費をもって病院をたて養生局とした(旧歴館山)
請西祥雲寺K仮学校をおき教頭が幼意を講議す(旧歴桜井)
木更津撰択寺を仮種痘所となし医数人をおき種痘す(旧歴桜 i
井) 
3. (1870年)
ヶ 2. 館山県陰売女を禁止する(旧歴館山)。4.24 普く種痘を行わせしむ(辻)
ヶ 6. 8 I種痘所を開いたので出席するよう申達(旧歴鶴舞)
学制頒布あって教育の基礎確定す(木，印歴〉
ヶ 8. 27 I~ 各学校希望者は最寄学校 K入学自由である(木歴〉
(旧県々の学校を閉ず(木，印歴)
長本資料は千葉県の好意、により借用したものから，医制に関する部分を抄録したもので，他日資
料を集棄せられん方に多少でも役立つたら幸いに思う。
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5. 9. 8 育児規則を創定し 11月より施行(木歴〉

男女入込湯を禁止(営業〉する(木歴)
 
1/ 10. 2 娼妓を解放す(読) 
// 10. 人身売買を禁止する(木歴〉

風俗不正な茶屋旅龍等規則を守るよう達す(印歴)
 
6. (1873年) 
1/ 1. 28 産婆で売薬の世話，堕胎の取扱を禁ず(印歴〉 
1/ 2. 8 大人小児共一定墓地に送葬につき達す(木歴) 
1/ 2. 15 i[東方悉法京く就府を，定学各せめ区，し小男む学女(校読 6設才〉立以上白 
// 3. 15 

// 3. 28 小学校開放 (26か所〉届出を出す(木歴〉
 
// 6. 15 木民移更津し， 柴印原掘和の両が県初代を廃県令止 lし乙任て，命千さ葉る県(房を史お年き県〉庁を千葉町
歴本県)廃され官立学校を千葉町民移す，千葉師範学校なり(印 
6月迄K設立小学校およそ 87校，就学生 4，000余名(木歴) 
7. (1874年〉 
1/ 3. .15 
// 5. 12 
1/ 5. 15 千あ葉て小る学(校千教を改)めて千葉師範学校とし，千葉寺を生徒宿舎に 
// 8. 29 
1/ 9. 26 
// 11. 12 
か 不詳 千葉町民共立病院生る(現千葉大学病院の始め)(房史年〉
学校へ金，物品を寄附したものを賞す(千歴) 
8.(1875年〉 
1/ 1. 8 育長児，取所締長頭に取兼，務同せ取し締む， (千同副原取〉締を差免し， 更に区長， 副区 
// 2. 9 貸座敷娼妓営業を禁ず(千原) 
9.(1876年〉 
// 1. 8 県庁第一課中に衛生掛をおくく報) 
1/ 1. 12 
1/ 2. 4 売淫罰則を定め布達す(千原) 
// 3. 14 種痘順序を仮定し施行す(千原) 
1/ 3. 30 悪疫流行の節取扱概則を定める(千原) 
1/ 9. 11 医務取締を置き心得方を仮定す(甲達〉 
// 10. 12 鎖灸治施術者取締規則を仮定す(千原〉 
1/ 10. 23 薬舗営業規則を仮定す(千原〉 
// 10. 26 種痘順序を訂正す(甲達〉 
// 10. 31 公(甲立達千)葉病院院則並びに医学教場規則及び講習所規則を定む
女子師範学校設立(明編史) 
学公(明校立編，の史私名)称立を三一種の 定， 官立，類に区別 
年男女史)混浴の禁を出す(明編 
種痘規則を発布(明編史〉
l医術開業試験法を設く(読〉 
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9. 11. 8 I薬舗営業劇薬品目を定む(千原〉
11. 15 I産婆取締規則を仮定す(甲達)
。
ゥ
12. 1 I公立千葉病院新築開院式(千原) 
10.(1877年〉

。1.26 I銚子病院開院式とりおこなう (29日)(丙達〉

。1.26 I海上郡本城村，葛飾郡船橋駅へ病院を設立す(千原)

グ 2. 5 I貸座敷並びに娼妓規則を定む(千原〉

娼妓徽毒検査規則を定む〈千原〉
ヶ 2. 7 I天然痘予防を達す(千原〉
2. 20 I天然痘予防種痘普及を達す(千原)
8 i区学講習所を千葉郡登戸村へ移転す(千原)。3.
ゥ
ヶ	 3. 16 I疾病lとかかり貧困で医薬の資に乏しい者は千葉病院で治療施
薬を布達す(千原)
グ 佐野常民等博愛社を起す531
(日本赤十字社の起り)(辻)
ヶ 6. 16 I医学生徒罰則を仮定す(千原)
ヶ 6. 16 I各大学医学講習所教場規則を仮定す(千原)
ヶ 7. 5 I天然痘流行に付予防種痘を達す(千原う
ゥ 8. 28 I医学講習所を分割設置す(千原)
ヶ 9. ~O 1 コレラ病予防法心得を達す(千原)
グ 9. 20 Iコレラ病流行につき船舶者岸之場所を達す(千原)
グ 9. 21 コレラ病患者取扱心得を達す(千原)
ヶ 10. 4 i コレラ病死者取扱心得を達す(千原〉
ヶ 10. 12 	Iコレラ病の家人外出交通を絶し飢餓K迫る者を救助を発す 
I(乙達〉
グ 12. 1 	I安房圏内に於て，コレラ病予防方法を信用せず浮説妖言を唱
|へる者に対し告諭す(千原〉
ゥ 12. 25 i天然痘流行につき予防として種痘を達す(千原〉 
)1年(1878 1.1
ク 1. 18 I流行病予防施行の方法を達す(甲達〉
ゥ 2. 12 1 コレラ病予防方法施行点検心得をだす(甲達)
グ 12. 16 I家法妙薬と唱へ無代施与せんとする者の規則を定む(甲達) 1 
グ 12. 23 I正副育児取締等の称を発し育児取締と称し戸長兼勤の事(千|
原) 
12.(1879年〉

ヶ 1. 91窮民救助規則を定む(郡甲達)

グ 2. 3!貸座敷行事心得並びに貸座敷及び娼妓規則を改正す(丙達)

ゥ 4. 24 I阿片売買並びに製造規則施行を達す(乙達)

6. 3!行旅病人死亡の取扱を定める(千原)
。
ヶ
6. 14 I貧民救助方法を改正す(千原)
。7. 5 Iコレラ流行し郡役所及び警察の取扱事務を定める(千原) 
13. (1880年〉
。1. 51県庁内に衛生課をおく(甲達)
1. 5 I地方衛生会規則を定む(千原)
。2.
ヶ
3 I疾病患者届記載心得を定む(甲達)
グ 2. 3 I解剖場規則を定む(甲達)
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13. 却01町村衛生委員設置方法及ぴ事務条項を定む(甲達〉臼 3. 3
グ 4. 2幻1 1郡内衛生事務
グ 4. 3 陀と出方を定む(甲達〉初01発狂人取扱方並びl
6. 10 1 コレラ病予防法協議手控を下附す(千原〉
6.21 I千葉病院第一銚子，第二船橋，第三松戸の三分院を廃し，銚
子，木更津，北条の 3カ所へ 3分院設置する旨達す(千原)
グ 7. 26 I千葉病院及び医学教場職務心得を改定す(千原〉
ク 8. 18 1医学県費生教則を改定す(千原)
。
ク
グ 10. 7 1生児並びに流産員数調取まとめ差出方を命ず(郡甲達〉
ク 10. 30 I銚子病院落成す(千原〉
グ 11. 15It大中小学の制は廃止されたが便宜上何小学区と称す事を達す
1c千原)
。12. 17 I千葉病院医学教場規則を改定す(千原) 
14.(1881年〉
グ 2. 31望陀郡木更津村字新宿町へ千葉病院分院木更津病院開院〈千
原)。4. 12 1 死亡届並びに埋葬規則を定む(千原〉
11. 16 I阿片受払手続(12.4. 14日)を改正す(千原)
。
ゥ
12. 1 Iコレラ病予防のため掛官吏出張につき安房国へ通達す〈丙)

ク 12. 27 I貧児救育法，育児取締規則を廃す(千原)
 
15.(1882年)1

。1. 16 1 開業医心得を定む(千原)

グ 1. 19 I他府県区師にして当県下院於て営業届方を布達す(千原)

2. 10 I悪疫流行に際し貧民救療方具申の事(郡甲達〉
。
ク
5.30 1薬舗営業規則を更正し布達す(千原〉
。6. 15 I正産流産死亡届並びK埋葬規則を定む(申達〉
6. 30 I貧困者施療 6月限廃止の乙と(甲達)
1 I千葉病院を改め千葉医学校を設立し，銚子，北条，木更津，。7.
グ
3分院は 6月30日限り廃す(千原〉
。7. 1 I元千葉病院在学生徒は千葉医学校へ編入に付達す(千原)
7. 17 Iコレラ病流行地方より来る踏舶検査規則を定む(甲達〉
。
グ
8. 12 I千葉医学校教則並びに入学視則を定む(千原)
グ 9. 15 I千葉医学校規則を定む
9. 26 I千葉医学校付属病院規則を定む(乙達)
12. 9 I中毒患者届出規則を定む(甲達)。
グ
16.(1883年〉
5. 1 I売薬印紙売捌帳記方其他手続を達す(千原)
4 I売薬税検査手続を達す(千原)。5.
ヶ
5. 4 ¥売薬税検査手続を達す(千原〉
5. 17 I薬種商営業規則を布達す(千原)
グ 7. 1 始めて官報を施行す(辻)
9，27 1獣医営業心得，畜病表々式を布達す(千原)
10. 2 I窮民救助につき伺(千原)。10.23 医術開業試験規則，並に医
。
ヶ
。
ヶ
師免許規則定む(辻)
グ 12. 10 I浴場営業人取締規則を定む(千原〉 
一 72- 千葉医学会雑誌 	 第 38巻
明治篇| 事	 項
年月日|千 葉 県	 国
16. 12. 261屠獣営業取扱並び昨豚検査心得を定む(千原) 
17.(1884年〉

ゥ 1. 17 I眼病者自衛注意を諭達す〈甲達)

ヶ 2. 12 I千葉医学校規則を改正す(千原)

ゥ 3. .7I浴場取締規則を改正す(千原〉

グ 3. 28 I墓地及び埋葬諸取締規則を定む(千原)

グ 4. 1 I種痘人員統計表その他を改正す(千原)

ク 5. 22 I貸座敷規則を改正す(千原〉

グ 6. 17 I埋葬地取締規則を定める(甲達)

グ 8. 8 I本月 1日現在の医師の数調査を郡役所に命ず(郡甲)

ク 8. 16 I牛乳搾取販売取締処分手続を定む(千原〉

ヶ 9. 6 I売薬請売人員を調べる事を郡役所に命ず(郡甲)

グ 9. 16 I牛乳搾取販売取締規則を定む(甲達〉

グ 10. 1 I町村衛生区域を定む(甲達)

ヶ 10. 1|衛生委員選挙規則を定む(甲達〉
 
18.(1885年〉
1.28 I天然痘伝播の兆あるので普く種痘をする様に達す(甲達)
7 I獣医営業規則を定む(甲達)
ク 2. 18 I家畜死屍取扱規則を定む(甲達〉
グ 2. 18 I鑑獣畜化製場規則を定む(甲達)
グ 2. 20 I学校生徒及び家族等麻疹ある時は登校を禁止す(甲達)
グ 2. 20 I西南諸県等K麻疹病流行の兆あるので，患者を発見した時は
。2.グ
届出ること(甲達)
。2.27 I地方衛生会開会す(甲達)
3. 28 I墓地及び埋葬取締細則を定む(甲達〉
5. 12 I獣医学県費生徒養成規則定む(甲達)。
ヶ
グ	 6. 27 I劇場取締規則，遊技場取締役規則，諸興行取締規則，遊芸人
取締規則，芸妓取締規則を定む(甲達)
グ 7. 7 I錫灸術営業取締を定む(甲達〉
ゥ 7. 7 I入歯々抜中療治接骨営業者取締規則を定む(甲達〉
グ 9. 19 I横浜港にコレラ病発生花付横浜港より来る船舶の検査場を定
む(甲達)
グ 12. 281種痘細則を定む(甲達) 
19.(1886年〉
ク 3. 1 I 小学校令，帝国大学令発布
(読)
ヶ 3. 3 I1月1日より 2月28日まで届出る天然痘患者数を告示す(報)
グ 4. 12 I産婆開業試験規則を制定(報)
4. 12 I産婆講習会設置概則を定む(報)
4. 15 I獣医講習会設置概則を定む(報)
。5.29 Iコレラ予防消毒心得書を配す(報)
グ 6. 5 1 万国赤十字条約加盟公布
(辻)
。6. 11 Iコレラ病予防の諭達す
。
ヶ
グ 6. 11 I消毒薬取扱方心得書を出す(報)
ク 7. 18 Iコレラ病流行につき船舶検査所を置く(報)
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// 9. 29 
// 10. 1 
/./ 12. 25 
伝染病役夫常置概則を定む(報) 
コレラ病流行児係る明治 19年地方税追加予算定む(報〉 
戸籍表，死亡表様式改正す(報〉 
20.(1887年〉 
// 1.22 
// 2. 19 
ij 4. 13 
/. 4. 29 
// 5. 14 
/./ 5. 18 
// 7. 1 
// 9. 27 
り 10. 7 
/. 11. 9 
り 12. 17 
本県医会規則を定む(報) 
コレラ発生町村未然防止対策を発す(報〉 
検疫事務取扱心得を定む(報〉 
行旅死亡人及び行旅病人取扱手続を定む(報〉 
地方衛生委員会 (10名)を命ず(報) 
千葉医学校生徒服制を定む(報〉 
県立千葉医学校を廃し第一高等中学校医学部をおく(干教)
第一高等中学校医学部建築費を定む(報〉 
売薬規則外製剤販売取締規則を定む(報〉
コレラ予防消毒心得書を改定す(報〉 
電会社灯)点火(読) (東京電灯 
21.(1888年〉
り 3. 29 
// 4. 23 
// 4. 23 
り 6. 27 
学第校高附等属病中学院校廃医し学県部立千を設葉置病院し県開設立千す葉(報医学〉校廃す， 千葉医 
死体解剖規則定む 
コレラ病予防消防心得第 1条の町村内組合設置事項を達す
(報〉
伝染病予防細則定む(報) 
22.(1889年) 
// 	 5. 20 貸座敷引手茶屋娼妓取締規則を定む(報〉
炭痘熱流行地方は牛馬の往来を停止す(報〉 9. ク 
// 10. 14 癒願人取締規則を定む(報〉 
// 10. 16 監獄医職務規定を定む(報) 
23.(1890年)1
り 1. 15 娼妓楳毒検査規則を定む(報〉
り 2..24 薬種商並びに製薬者取締細則定む(報〉 
ij 4. 28 欧き論米達諸す国民(流報行〉する流行性感冒が千葉町に侵入する状勢につ
か 8. 8 コレラ病予防清毒心得書を改正す(報〉
り 8. 21 コレラ病患者初発より総患者 100入内死亡62人(報〉 
/. 9. 30 コレラ病患者950人内死亡590人(報〉
り 10. 1 獣医仮免状下付出願細則を定む(報)
り 10. 30 コレラ病患者初発より総患者 1，350人内治癒 350人，死亡917
人(報 
/. 11.26 Iレ0コ， 04ラ人病患者初発より，総患者 1，397人，内治癒 380人，死亡 
24.(1891年) 
// 3. 4 清潔法実施方について〈報)
り 3. 20 天然痘予防について諭達す(教)
/，1 7. 31 伝染病届出規則を定む(報〉
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24. 8. 3 1伝染病予防心得書定む(報)
グ 8. 5 I伝染病予防手続定む(報)
ク 9. 5 I県立学校病院職員その他の旅費額を定む(報) 
25.(1892年)
。1. 61浴場営業取締規則を改正す(報〉
ク 1. 20 I天然痘流行につき種痘普及方を論達す(報)
ク 1. 25 I臨時種痘手続を定む(報〉
ヶ 9. . I馬病流行す(報)
ヶ 不詳 i日赤支部を千葉におく(房史年〉 
)1年26.(1893
。1. 11 1 天然痘予防につき諭達す(報)
ヶ 2. 1 I馬匹皮痘病予防注意を達す(報〉
。 7. 19 1 炭痘熱流行はっき諭達す(報) 
27. (1894年)

。 5. 2 1 消毒的清潔法を達す(報)

グ 7. 4 I赤痢病予防に関する注意事項を発す(報)

ヶ 7. 11 I伝染病(ペスト)の予防事項を達す(報)

グ 11. 12 I小学校に於ける児童の体育及び衛生につき達す(報)
 
)1年28.(1895
ヶ 4. 8 I娼妓身体検査規則を定む(報)

ヶ 4. 15 I医師開業届出規則あり(報)

ヶ 4. 19 1伝染病予防Kっき告示(報)

ヶ 5. 27 I町村避病院設備規則定む(報〉

ヶ 8. 5 I町村設置避病院管理方を達す(報)

ク 8. 9 1 利根川出水(町)(中利治)，コレラ病発生につき諭告す(報〉 i
 
)1年896(129. 
ク 5. 29 i再帰熱病予防規則を定む(報)

ヶ 7. 27 I利根，江戸川出水のため水害後の注意事項を告示す(報)

ヶ 7. 31 1 痘苗請求手続を定む(報)

ヶ 9. 5 1赤痢病予防事項を訓令す(報〉

ヶ 10. 9¥避病舎設備を命ず(報)

ヶ 11. 20 I赤痢病流行につき非常清潔法施行事項を定む(報〉

ケ 不詳|各月伝染病状況発表あり 
  
)1年897(130. 
ヶ 2. 23 1天然痘患者 1，408人(報)
ヶ 2. 天然痘患者(1.1-2. 17)郡別数表示す(報)
ク 4. 28 1 阿片卸売人指定す(報)
ヶ 5. 5 1 医会規則を定む(報)
ヶ 7. 29 1 検疫委員職務章程を定む(報〉
ヶ 8. 臨時検疫部処務細則をきめる(報)
ヶ 9. 27 I県下赤痢病の状況(町村数)告示(報〉
ヶ 12. 25 I貸座敷引手茶屋娼妓取締規則を定む(報)
ク不詳| 志賀潔赤痢菌を発見
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31.(1898年〉
ヶ 2. 9 町村伝染病予防費補助手続を定む(報〉
1/ 3. 30 ペストその他伝染病予防のための臨時大清潔法施行，手続を i
定む(報) 
1/ 3. 31 I地方衛生会旅費支給規則を定む(報) 
1/ 4. 11 I伝染病予防法施行手続を定む(報) 
1/ 4. 15 I学校医職務規程細則を定む(報〕 
1/ 7. 11 I本日より臨時検疫部を県庁内花開設し，赤痢，コレラ，ペス
(ト病検疫予防lζ関する事務を掌理せしむ(報〉 
1/ 7.13l伝染病予防検疫委員を設置(報) 
1/ 7. 25 I伝染病院及び隔離病舎設備規則(報) 
1/ 9.17i水害後衛生上の注意を訓令す(報)
。 11. 2 I貸座敷引手茶屋，娼妓取締規則施行心得を定む(報〉
ヶ 11.種痘伝染病について訓令をだす(報〉 
32.(1899年〉

。1.24 I:赤痢予防につき訓令をだす(報)

ヶ 2. 日本赤十字社千葉支部社員表あり(報)(各月あり〉

。 2.28 I明治 32年度慈恵救済基本金(入出〉定む(報)

ヶ 3. 15 I宿屋，料理屋営業取締規則を定む(報)

グ 4. 12 I芸妓営業取締規則を定む(報)

ゥ 4. 21 I貧民患者施療規則定む〈報)

ヶ 6. 5 I赤痢病予防l乙関する論告(報)

ヶ 7. 12 !伝染病院設備を定む(報〉

ヶ 7. i赤痢病状況を報す(報)

ヶ 8. 県下赤痢状況を報す(報)

ヶ 9. 県下赤痢状況を報す(報〉

ヶ 10. 2 i 9月30日現在県下赤痢病状況数を報す(報〉

ヶ 10. 4 1 10月31日ク(ク) 

グ 10. 11 :産婆名簿登録を始める(報)(以後登録あわ

ク 10. 県下赤痢状況を報す(報)

ヶ 11. 17 Iペスト伝染病につき訓令(報)(20日， 25日あり〉

ヶ 11.県下赤痢状況を報す(報) 

ヶ 12. 県下赤痢状況を報す(報〉
 
33. (1900年)i
ヶ 5. 2 I伝染病予防法第 23条により衛生組合設置規則を定む(報〕
ヶ 5. 2 I胞夜及び産織物取締規則を定む(報)
ヶ 5. 2 i衛生組合設置規則を定む(報〉
グ 5. 11 :ペスト病予防について発す(報〉
ヶ 5. 14 I大阪にペスト発生，県下に侵入する危険あるにつき発す(報〉
。 5.25 I屠獣場取締規則を定む(報〉
。 5.25 I獣肉販売営業取締規則を定む(報〉
ク 6. 8 I屠獣検査手続を定む(報〉
ヶ 7. 2 I行旅病人及び行旅死亡人取扱手続を定む(報)
グ 7. 6 I精神病者監護法施行心得を定む(報)
ヶ 9. 27 1:貸座敷引手茶屋，娼妓取締規則を定む(報) 
76 千葉医学会雑誌 第 38巻
事 項
千 葉 県 国
33. 10. 19 I:貸座敷手引茶屋，娼妓組合規則(報〉

グ 10. 19 I貸座敷引手茶屋営業取締規則を定む(報〉

グ 10. 19 1 娼妓取締規則施行細則を定む(報〉

ヶ 12. 7 I赤痢流行につき清潔法執行を達す(報〉

ク 12. 7 獣疫予防に関し庁令発布したる旨警視庁より通知あり(報)
1
ヶ 12. 12 I乳牛流行病対策を発す(報〉

ク 12. 12 I乳牛流行性鶏口癒発生はっき予防法を諭告す(報〉

ヶ 12. 26 ペスト予防に関す(報)
1
34. (1901年)

ク 1. 11 県下赤痢病状況を報す (12.31日)(報)
1
グ 2. 21 日赤千葉県支部収支決算を報す(報〉1
ク 3. 15 1 理髪営業取締出役を定む(報)
ク 3. 26 1貸座敷娼妓賦金徴収規則 (31.めを改正す(報〉
グ 4. 19 1 浴場営業規則を定む(報)
ヶ 4. 23 I汚物掃除法準用i乙関する施行細則を定む(報)
ヶ 4. 23 I掃除巡視採用規則，掃除巡視服務規律を定む (5.7日準拠〉
(報〉
ク 6. 28 i千葉県諭告第 1号をもってぺスト予防の徹底を期す(報〉
ヶ 6. 県下赤痢病状況あり(報〉
ヶ 7. 他県獣疫表公示(報)
ヶ 7. 30 I石川，神奈川県寄留医師の届出方を達す(報〉
ヶ 7. 県下赤痢病状況あり(報〉
ヶ 8. 他県獣疫表公示(報)
ク 8. 県下赤痢病状況あり(報)
グ 9. 他県獣疫表公示(報)
ヶ 9. i県下赤痢病状況あり(報)
ク 10. 他県獣疫表公示(報)
ヶ 10. 県下赤痢病状況あり(報)
グ 11.他県獣疫表会示(報)
ヶ 11. 県下赤痢病状況あり(報) 
35. (1902年)|
ヶ 3. 11 I町村伝染病予防費補助規程を定む(報〉
ク 3. 11 I同 上 取扱手続を定む(報)
ケ 7. 9 
ク 10. 15 1ペスト予防上必要事項を達す(報〉 
)1年903(136. 
ヶ 1. I獣疫表(他県)あり(報)
ク 3. 27 I千葉病院追加予算を定む(報〉
ヶ 4. 10 1 県立学校基本財産管理規程を定む(報)
ヶ 4. 17 I医師，薬剤師開業其他動態届出規則定む(報)
ヶ 5. 1 j専門学校入学者試験検定に関する規程定む(報)
ヶ 5. 29 i流行病時季K際し諭告す(報)
ヶ 5. I他県獣疫表あり(報)
ク 6. 19 I清潔法施行標準を定む(報)
ヨ 回忌 。つ7動騒
」
)
校辻学(臣す大発部を文令
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36. 6. 19 I千葉病院歳入歳出追加予算定む(報)

ヶ 7. 14 I沃度加里及び沃度ホ Jレム製造現業科講習生募集(報)

ク 7. 29 I赤痢病に関し注意す(報)

ク 7. I伝染病につき訓令す(報)

ヶ 7. I県下赤痢病状況その他あり，以下各月あり(報)

グ 8. 18 i他県獣疫表あり(報)

ヶ 10. 30 I流行性脳脊髄膜炎届出規則定む(報)
 
37.(1904年) 
11 1. 8 明治 37年日赤千葉県支部予算定む(報)

1/ 2. 2 度量衡取締及び臨検に関する規則を定む(報〉

1/ 3. 29 結核につき諭告す(報〉

1/ 5. 13 肺結核予防規程を定む(報)

1/ 5. 13 臨時清潔法施行の順序方法を発す(報〉

1/ 5. 13 鉱泉，海水浴場，転地療養所を定む(報〉

1/ 5. 20 痘苗請求手続を定む(報)

1/ 8. 12 有毒鉛筆使用禁止につき訓令す(報)

り 9. 牛疫予防のため訓令をだす(報〉

り 11. 4 清潔法施行標準を発す(報〉

1/ 12. 6 トラホーム予防対策を諭告す(報)

1，/ 12. 23 千葉県千葉病院資本金管理方法，並びに特別会計設置規則を

定む(報)
1/ 不詳 他県獣疫表各月にあり(報〉 
1/ 不詳 J各月比県下の赤痢病状況表あり(報)
)1年905(138. 
。1. 6I日本赤十字社千葉支部予算(報〉
ヶ 3. 3 I畜牛結核病検査の為，市原，夷隅，長生郡内l乙於ける乳用牛，
外国種牛及び雑種牛の移転を禁ず(報)
ゥ 3; 31 I千葉県立学校職員職務規程を定む(報)
ク 5. 2 I臨時清潔法を施行(報〉
ヶ 5. 伝染病予防について訓令す(報)
ク 5. 県下赤痢病状況あり，以下各月あり(報〉
ク 10. 24 i本年 11月 1日より 12月 15日迄の期聞に臨時清潔法施行を
|命ず(報) 
39.(1906年)

ヶ 1. 12 I明治 38年 12月 1日 31日の県下腸チフス，赤痢病の状況を

発表す(報〉
。3. 2 I産婆試験規則及び産婆名簿登録規則施行細則を定む(報〕
ク 3. 23 I県立千葉病院規定を定め告示す(報〉
ヶ 4. 3 I衛生統計報告式を定む(報〉
ヶ 5. 1 I飲食物其他の物品検査並びに収去及び簡易試験手続を定む
(報〉
グ 6. 26 I町村清潔方法施行規則を定む(報〉
ク 7. 県下伝染病状況を達す(報〉
ク 8. 7 I悪疫の予防の知事訓令を出す(報)
ヶ 9. 18 I伝染病院隔離病舎に新民備えべき書類帳簿を訓令す(報)
ク 10. 16 I中毒患者届出規則を定む(報〉 
-78- 千葉医学会雑誌 第 38巻
明治篇| 事 Ji 
年月日|千 葉 県| 国 
39. 12. 71入歯々抜口中療治接骨営業取締規則を改正す(報) I 
40. (1907年)

ヶ 1. 15 I明治 39年 12月 1日一31日の県下赤痢，ッフテリャ，腸チフ
 
ス病の状況を発表す(報〉
1/ 2. 12 医師会規則施行細則を定む(報〉 
1/ 3. 15 2月 2日-28日の県下ジフテリア，腸チフス病の状況を発表
す(報〉
1/ 3. 19 千葉郡医師会設立を認可す(報) 
1/ 4. 5 3月 1日 31日の県下腸チフス病の状況を発表す(報) 
1/ 5. 14 4月 1日-30月の県下赤痢，:Pフテリア，腸チフス病の状況
を発表す(報) 
1/ 6. 11 5月 1日-31日の県下赤痢，ジフテリア，腸チフス病の状況
を発表す(報) 
ij 7. 30 6月 1日-30日の県下赤痢，腸チフス，ジフテリア病の状況
を発表す(報) 
ij 8. 23 7月 1日-31日の県下の赤痢，:Pフテリア，腸チフス病の状
況発表す(報〉
1/ 10. 4 コレラ病対策として千葉町海岸，外 7カ所において来る 10月 
5日より船舶検疫を施行す(報)
1/ 10. 16 コレラ病のオソレある死亡届にあたり対処方法を発す(報)
1/ 11. 3 コレラ病侵入(県下) vとともなう対処を発す(報〉
41.(1908年)
ケ1.28 臨時清潔法施行区域を定む(報)

ij 1. 県下コレラ病状況表その他あり(報)

ヶ 3.27 コレラ病予防注意(報〉

1/ 3. 伝染病状況表あり(報)

ヶ 4. 7 度量衡検査を定む(報)

ヶ 5. 伝染病状況表あり(報)

ヶ 6. 12 度量衡検査場所を定む(報)

ij 7. 17 獣疫予防のため牛羊等の往来運搬停止区域を達す(報)

ij 7. 18 獣疫予防のため牛の往来運搬停止区域(報)
(兵庫県，岡山県，広島県，山口県)
7. 24 I牛疫予防につき論告(報)
¥獣疫予防のため牛の往来運搬停止区域を達す(報)
(兵庫，山口，岡山，大阪，千葉県)
ク 9. 15 I獣疫予防のため牛羊等の往来運搬停止区域(報〉 [ 
ク 9. 25 I度量衡検査す(報)
ヶ 9. 伝染病状況あり(報)
ヶ 10. 23 I豚虎列羅予防のため豚往来運搬惇止区域を達す(報) I 
ヶ 10. 26 I乳用牛，外国種牛及び雑種牛の移転を畜牛結核予防のため禁|
。8.
ヶ
ず(報)
ヶ 11. 伝染病状況あり(報) 
42.(1909年)¥
ヶ 1.県下伝染病状況表あり(報)以下各月あり i 

ク 3. 23 I1額病予防に関する諭告(報)

ヶ 4. 141 I種痘法公布(辻〉

ク 4. 16 I獣医，蹄鉄工届出を定む(報)
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42. 6. 18 明治 42年度千葉県千葉病院追加予算発表す 
// 6. 18 県立千葉病院外国留学規程定む 4報〉
 
f/ 7. 13 ペスト病予防につき告示(報)
 
f/ 8. 9 コレラ予防につき告示(報〉
 
// 9. 24 看護婦規則定む(報)
 
// 10. 26 
 度量衡検査日，場所を定む(報) 
// 10. 26 顕予防法令施行手続定む(報) 
f/ 12. 7 歯科営業取締規則を改正す(報) 
// 12. 14 臨時種牡牛検査合格表あり(報)
真F 12. 牛疫予防について定む(報) 
43.(1910年) 
f/ 1. 伝染病状況表あり(報) 
f/ 2. 8 トラホーム予防規則を定む(報) 
// 2. 27 トラホーム予防規則施行手続を定む(報) 
// 3. 13 牛る疫牛予，防羊及のたび牛め，肉等東京の輸府，入神を停奈止川県すを(報発)し， 或いは経過した 
f/ 3. 26 市区町村種痘事務整理順序を発す(報) 
f/ 3. 29 市区町村種痘事務整理順序を定む(報) 
f/ 5. 牛疫流行す(報) 
// 6. 7 町村伝染病予防費補助規定を定む(報) 
// 6. 14 町村トラホーム予防費補助規程を定む(報) 
// 7. 22 公立学校職員旅費規則を定む(報) 
// 8. 17 伝染病予防につき諭告す(報) 
// 8. 26 牛疫病災につき達す(報) 
// 8. 30 酌婦営業取締規則を定む(報)
り 8. 30 芸妓屋営業取締規則を定む(報) 
// 9. 6 宿屋営業取締規則を定む(報) 
// 9. 30 料理庖，飲食庖営業取締規則定む(報) 
// 11.22 浴場取締規則を定む(報〉
か 12. 2 理髪営業取締規則定む(報) 
// 不詳 他県獣疫表各月あり(報) 
f/ 不詳 伝染病状況各月あり(報) 
4. (1911年) 
// 1. 明治 43年 12月県下伝染病状況あり以下各月あり(報〉 
// 2. 1 |恩賜財団済生会設立(辻〉 
// 2. 28 貸座敷引手茶屋営業取締規則を定む(報) 
f/' 3. 21 娼妓，取締細則を定む(報) 
// 3. 31 学校医設置並びに職務に関する細則を定む(報〉 
f/ 10. 10 鋪術，灸術営業取締細則を定む，(報〉 
// 10. 10 按摩術営業取締細則を定む(報) 
// 12. 5 産婆試験及び産婆名簿登録細則を定む(報) 
45. (1912年)
ク 1. I伝染病状況表あり(以下各月あり)(報)
ヶ 3. 5!看護婦試験の実施を告示す(報)
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A
年 千 葉 県 国月 日| 
45. 6. 71薬種商製薬者取締細則定む制
一A
出 典 凡 例
旧 歴一一旧県歴史原稿 告 一一←一千葉県告号達集
旧歴館山一一旧県歴史原稿館山 告 号一一千葉県告号達集
旧歴館一一旧県歴史原稿館山 報 千葉県報
旧歴鶴舞一一旧県歴史原稿鶴舞 千 教一千葉県教育史
旧歴鶴牧一一旧県歴史原稿鶴牧 法 全一一法令全書
旧歴桜井一一旧県歴史原稿桜井 読一一一一一一読 史 備 要
旧歴一宮一一旧県歴史原稿一の宮 辻 辻善之助大日本年表
旧歴古河一一旧県歴史原稿古河 児 『児玉幸多日本史年表
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